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鱧の皮ではブイヤベースはつくれない
地方情緒として飲食
福 田 育 弘
飲食物と土地との結びつき
はも はも
鱧や鱧の皮を用いた料理も，ブイヤベースも，それぞれ日本とフランスにおいて，間違いなく
はも
郷土料理の代表選手である。鱧は大阪や京都で親しまれている魚であるし，ブイヤベースは南フ
ランスの地中海岸，マルセーユの周辺で食べられる魚の煮込み料理である。
関西の出身でなくても鱧と聞けば，日本人なら京阪神を思い浮かべるだろうし（もちろんこれ
を「ハモ」と読めて，それが何であるか知っていればの話だが），ブイヤベースといわれれば，
ほとんどのフランス人は，たとえそれを食べたことがなくても，地中海にのぞんだ南仏プロヴァ
ンス地方を想起するだろう。
日本とフランスでのお国柄や程度の違いはあっても，そこに見られるのは，地方と飲食物の強
い結びつきである。もちろん，土地の食材を用いて，その土地独自の調理法によって作られるの
が郷土料理である以上，これは当然のことだともいえる。
まして，御当地料理が町興し，地方興しの一環として自治体関係者が中心になり，マス・メデ
ィアを通して広く宣伝されている昨今では，地方と飲食物との結びつきは当たり前を通りこして，
う さんくさ
ある種の胡散臭ささえともなっているといえるかもしれない。「えーこんなところで」とでもい
いたくなるような土地で，地ビールや地ワインが作られ，かずかずの地ラーメンまで勃興して，
商業的な差異化がもくろまれているのは，そのいい例だ。地方と飲食の結びつきは今では過剰な
までに意味が充填され，徹底して消費されたため，かえってありふれた記号になり，その内実を
失いつつあるのかもしれない。
しかし，ある土地とある飲食物との結びつきは，本来，さほど自明なものでも，あるいは最近
乱造されているように恣意的に演出可能なものでもない。ある一定の条件のもとで生まれたもの
であり，多少大げさにいえば，そこには近代人のアイデンティティの在り方さえもが投影されて
いると考えられる。
土地と飲食の結びつきは，けっして思うほど単純なものではなく，さまざまな社会的歴史的な
条件が複雑に絡みあって成立している。こういってよければ，地方情緒としての飲食とは，もろ
もろの意味や価値が複合的に関係してできあがった飲食の表象なのだ。
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故郷と都会，田舎と首都
ある土地とある食べ物や飲み物との結びつきがもっとも強く意識されるのは，その土地が自分
の生まれ育った場所であり，その食べ物が長年親しんだものであるという場合ではないだろうか。
自分の育った土地のものが食べたい，飲みたくなるという経験は，だれにでもあるにちがいない。
もちろん，そうしたことを意識するのは，そう感じる当人が，自分が育った当の場所におらず，
今いる場所に食べたい飲みたいと思うものがないからだ。かつて当り前に親しんでいた食べ物や
飲み物が恋しくなるのは，それが手に入らない場合である。人は当り前が当り前でなくなったと
き，当たり前の重大さを意識する。こうして，主体となる本人が故郷におらず，対象となる食べ
物や飲み物がそこにないという事態が，土地と飲食物とを強く結びつける。本人の故郷への不在
と，対象となる飲食物の今いる場所での不在という「二重の不在」（１）が，地方情緒としての飲食
の表象を大きな強度として作りだす条件なのだ。
不在が存在を意識させる点で，じつはこの「地方情緒としての飲食」という表象の在り方は，
飲食という行為そのもののある重要な側面をも照らしだしている。というのも，飲食行為の重要
さは，それがあまりに当り前であるがゆえに，普段は意識されず，ある一定の欠如や不在があっ
て，はじめて意識されるからだ。
このような「二重の不在」は，いつでも生じる可能性はあるものの，それが多くの人々にとっ
て共通の社会的条件として作りだされたのは，社会全体が近代社会へと移り変わっていく時代で
あった。産業革命によって資本主義的な生産様式が勃興し，それにともなって近代国民国家が成
立すると，それまで生まれた土地に縛られて生活していた多くの人々が，地方から地方の中心都
市へ，さらには国家の首都へと流入する。地方から首都への人口の大量移動の時代こそは，「二
重の不在」が大量に作りだされた時代であった。
多くの人々，とくに一旗揚げようと意気込む若者が，一国の首都にやってきて，さまざまな人
生の辛酸を味わい，一部の者は成功し，功なり名をあげるが，多くの者は思いを遂げられずに人
生を終えていく。近代の小説が描いているのは，まさにそうした若者たちの栄光と挫折の物語で
あった。バルザックの『幻滅』（１８３７－４３刊）の主人公リュシアンや漱石の『三四郎』（１９０９刊）
の主人公三四郎も，そんな若者の一人である。
空間という点でとらえれば，近代の物語とは，田舎から首都への移動の物語であり，小説をは
じめとする近代の一群のテクストは，そうした移動の人間に与えた影響をさまざまな形で描いて
きた。
複合的な空間と飲食物
空間の移動が重要になる近代とは，人間のアイデンティティにおいて空間の比重が大きくなっ
た時代でもあった。そのもっとも基本となる移動が，故郷である地方から都会への，さらには首
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都への移動である。
たしかに，現在では，田舎から首都への移動の物語は，かつてほどの強い意味をもってはいな
い。移動は，より頻繁になり，より大規模になった。実際，前述の２項のそれぞれがさらにいく
つもの空間に枝分かれして（たとえば，複数の場所で育ったり，複数の都会や，ときには異なる
国の首都で学び働いたりと），より複雑になっている。
しかし，それでも地方に暮らす多くの若者が，いまなお首都である東京の大学に進学し，都会
に職を求めていることを考えれば，近代初頭にはじまった移動の基本パターンは，現在も繰り返
されており，けっしてなくなったわけではない。背景と時代を変え，リュシアンや三四郎の物語
はあいかわらず続いている。
近代のテクスト，とくに市民社会とともに生まれた小説というジャンルは，田舎から都会への
移動を人間に焦点を当てて描いてきた。つまり，それらのテクストは，個人の内面において，２
つの空間の関係を検証し，その意味を問う物語だといえるだろう。
２つの空間は，そのつどそれぞれの個人において特異な複合体を形成する。２つの空間の特異
な結びつき方が，その個人のアイデンティティを形づくっているといいかえてもいいだろう。こ
れは，現代にまで続く空間的なアイデンティティのひとつの原型である。
こう考えると，地方から都会への移動を語るテクストは，あるいは移動を何らかの形で内包す
るテクストは，近代人が（そしてさらに速いスピードで移動するわたしたち現代人も）多かれ少
なかれこうした移動を経験している以上，近代人のアイデンティティの空間的な在り方を語るテ
クストとして読めるはずである。
そして，地方と都会という２つの異なる空間を個人のなかで身体的に深く結びつける重要な
テーマ系のひとつが，まさに〈飲食〉なのだ。
味覚は長い時間かけて身体に刷り込まれる感覚である。きわめて全体的で身体的だ。理性によ
って統御しきれないという点で，否応ないものでもある。空間の移動とその重なり合いが，味覚
かも
を通して深く身体に刻まれた飲食物によって意識されるとき，飲食物は，たんに地方風俗を醸し
だすものというだけではなく，わたしたちが生きる空間の重なり合いを映しだす表象となるので
はないだろうか。
移動を余儀なくされた近代人ドーデ
１９世紀を代表する作家アルフォンス・ドーデ（１８４０‐１８９７）といえば，かずかずの長編作品が
あるにもかかわらず，だれもが『風車小屋便り』を思い浮かべる。これほど作家とイコールで結
ばれた作品もめずらしい。
南仏ニーム出身のドーデが南仏風俗を描いた短編集『風車小屋便り』（１８６９），この作品が，ドー
デみずからの予想をはるかに超えて多くの人々に評価され読まれたのは，たんに地方風俗を鮮や
かに描いただけでなく，故郷と首都という空間の重なり合いを，近代人の心の在りよう，アイデ
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ンティティの問題として提示したからではないだろうか。
もちろん，この短編集にそうした主題が明確な形で示されているわけではない。しかし，この
作品自体が，その書かれ方や発表のされ方もふくめて，そうした空間の重なり合いという問題を
語っていると考えてもいいように思われる。
この短編集に集められたテクストのほとんどは，１８６６年から１８６９年にかけて，当時ドーデが定
期的に記事を寄稿していた文芸新聞 L’Evénement〔レヴェーヌマン〕と Le Figaro〔ル・フィ
ガロ〕に「風車小屋便り」の題名で書かれたものである（２）。
１９世紀半ばの当時，新聞は，もっとも重要な媒体であり，どの新聞にもパリ風俗や地方風俗を
紹介するルポルタージュや連載小説が掲載され，ゾラやフローベールをはじめ当時の作家のほと
んどは，そうした新聞と一定の契約を結び，定期的に文章を寄稿していた。要するに，ジャーナ
リズムは時代のオピニオンリーダーであるだけでなく，文芸雑誌の役割も兼ねそなえた総合メデ
ィアであった。文学者も，一方でまとまった文学作品を書きながら，まずジャーナリストとして
生活の資を稼ぐというのがごく普通の在り方だった。ドーデ自身も，こうしたルポルタージュ的
テクストを書くかたわら，なによりも劇作品で成功しようとして，戯曲の制作に励んでいる。
パリの人間に地方を紹介するルポルタージュというジャンルがジャーナリズムの重要な商品で
あったことは，すでに都会の人間が田舎に興味をもっていたことをうかがわせる。
ところで，ここで忘れてはならないのは，〈田舎〉とか〈地方〉は近代の産物であるというこ
とだ。もちろん，地方も田舎も昔から存在していた。しかし，それらが意味をもつようになるに
は，近代的な国家の誕生によって，地方から都会への人口流入が起こらなければならない。その
とき，〈都会〉の住人によって現実として〈地方〉が意識され，〈地方〉から出てきた人々によっ
て〈都会〉が実体として体験される。〈地方〉や〈田舎〉は，〈都会〉と対になって生まれてきた
概念であった。
そして，当のドーデ自身がまさに地方から都会に出てきた人間だった。
う ば
ニームに生まれたドーデは，乳母の田舎であるコース山地で幼年期を過ごしたあと，父の家業
である絹織物工場の経営不振によって，まずリヨンに，ついで父の破産によって学業半ばにして
パリへの移住を余儀なくされる。父の工場の倒産は，生糸生産の機械化の波におされ，家内制の
零細企業が立ちゆかなくなったためだった。父の破産に際し，文学的な才能のあったドーデは，
一足先に首都に出ていた兄をたよってパリに上る。まさに，彼自身が近代化のもたらした社会変
動によって成功を夢見て首都へ移動してきた人物であった（３）。
そんなドーデは，ことあるごとに南仏を訪れ，さらにはコルシカや当時フランスの一部であっ
たアルジェリアにも滞在している（４）。こうした頻繁な旅行から，南仏を中心とした地中海世界が，
ドーデにとってはきわめて重要な場所であったことがわかる。ドーデにとって，２つの重要な極
であるパリと地中海世界とのたえざる移動こそが，文学生産の推進力であった。
『風車小屋便り』の諸編が，幼年時代の思い出と頻繁に繰り返される南仏旅行に着想を得たも
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のであることは間違いない。しかし，重要な点は，この作品が基本的に〈パリで〉書かれたもの，
あるいは〈パリを通して〉書かれたものであるということだ（５）。自分の故郷の風物を都会から眺め
ながら，パリの読者に自身の郷土を再構成して提示するために書かれた作品なのだ。そして，そ
れは結果として，都会に暮らす自分自身に郷土を永遠に美しい場所として定着させることでもあ
った。いずれにしろ，パリにいるからこそつのる故郷への強い思いがあって，はじめてこのテク
ストの強度が得られたことは確かである。
しかし，ドーデは，文芸新聞に連載した文章をもとに，そこに新たにいくつかの文章を加えて，
『風車小屋便り』を短編集として編む際に（１８６９），「序」を添え，「居を構える」を冒頭に配して，
ここに収められた短編が，自身が幼年時代より親しんできた生まれ故郷に近いフォンヴィエーユ
の村にある風車小屋で書かれたものであるかのように語りの枠組みを設定している（６）。南仏で語
られる南仏で見聞した物語というわけだ。
まなざし
しかし，ちょっと注意をはらえば，ここにすでにパリからの眼差が，パリと南仏とのあいだの
移動が組み込まれていることに気づく。たとえば，冒頭にさりげなく置かれた「序」から，すで
にその動きははじまっている。この風車小屋の売買証書という体裁の一文は，実際ドーデがこの
風車を購入しようとしたことがあったために（７），いかにも本物らしくみえる。だが，そこには「こ
こに出頭したる買主パリに居住せる詩人アルフォンス・ドーデに対し」（８）という一文があって，
この〈語り手＝作者〉が，パリに住む人間であることが明示されている。
したがって，風車小屋への引っ越しを物語る「居を構える」はパリから南仏への移動の物語と
いうことになる。しかも，その「居を構える」の記述から，語り手が南仏生まれであることが知
られる以上，ここでの語りが，南仏出身の人間が今住んでいるパリからふたたび故郷の南仏に戻
るという２重の移動によって支えられていることがわかる。
第一，パリから切望された南仏プロヴァンスであることは，「居を構える」のなかの次のよう
な一文にも明らかだ。
「今となってはきみたちのいる騒がしいくすんだパリになんの心残りがあろう。風車小屋はと
ても居心地がいい！ これこそまさに私の求めていた土地，新聞や馬車や霧から千里も離れた，
いい香りのする暖かい場所なのだ」（９）
味覚がつなぐパリと地中海
まなざし
冒頭でパリからの移動とパリから遠望されるプロヴァンスという眼差が示されたあと，南仏で
の聞き語りといった体裁の文章が続き，読者が南仏風俗に浸ったころに，テクストのなかにパリ
がふたたび登場する。後半（２４編中１８編目）におかれた「オレンジ」（１０）と題された一篇だ。
パリから切望され，その切望ゆえにある種，理想化された故郷プロヴァンス，そんなイメージ
がふたたび鮮やかに描かれるのは，興味深いことに，だれもが知っているごくありふれた食べ物
を通してである。
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哀れな様子をしたパリのオレンジ，丁寧にひとつずつ薄紙に包まれながら，そのためにかえっ
て本来の大地とのつながりを失い，新鮮なみずみずしさをなくしたオレンジ，そんなパリのオレ
ンジを描いたあとで，「オレンジというものを本当に理解するためには，その原産地で，（……）
金色に輝く青い空気，地中海の穏やかな雰囲気のなかで眺めなければならない」（１１）と述べるドー
デは，アルジェリアやコルシカでのオレンジ体験，しっかりと大地に根を張り青い空を背景に枝
を伸ばし静かな生命力を感じさせるオレンジの木に実った黄色い果実の鮮烈なイメージを語って
いく。味覚が見事に空間化され，視覚化されたテクスト，「オレンジ」はそんなテクストだ。
大地に実ったオレンジと比較される哀れな商品と化したオレンジ（ドーデはそれをお菓子にた
とえている）には，生まれ故郷という想像力の源泉から切り離された詩人である作者の姿が投影
されていることは想像にかたくない。哀れなパリの詩人は，定期的に原産地で滋養分を，想像力
を汲み取らなければならない。オレンジに託されたのはそんな思いであったにちがいない。
じつは，ドーデが描く南仏風俗で，飲食物が登場するのは意外なほど少ない（１２）。登場しても，
まくらことば
「タンバリンとミュスカワインの国」（１３）といった南仏を形容する一種の枕詞でしかないないこと
もあり，また多少とも意味のある形で登場しても，ワイン飲をみながら語るといった物語の枠組
であったり，物語の要素として一定の描写が与えられながらエピソード的な役割しか与えられて
いなかったりと，総じて付随的な事例が多い（１４）。飲食物そのものを問題にして，その味覚的なイ
メージをふくらませるといったことはほとんどみられない。おそらく，この「オレンジ」をのぞ
けば，たぶん修道院で作られる秘蔵のアルコール製造を語った「ゴーシェ神父の薬草酒」ぐらい
だろう。
ただし，後者は薬草酒が一貫してテーマとなりながら，その酒の味わいが問題ではなく，あく
てんまつ
までゴーシェ神父による発明とその後の神父の哀れな顛末が物語の中心であり，飲食物の味覚的
イメージが語られることはない。その意味で，「オレンジ」だけが，飲食物そのものを問題にし
たテクストであり，まただからこそ印象も鮮烈なのだ。
オレンジは，南仏では，ごくありふれたものだ。ドーデがエピソード的に描く飲食シーンには，
「子ヤギの焼き肉」（１５）や「トリュフを詰めた七面鳥の丸焼き」（１６）といったもう少し手の込んだ料
理が登場しているのに，なぜオレンジなのか。おそらく，ありふれたものほど，また手の込んで
いないものほど，それが手に入らないときに，それに親しんだ人の思いを熱くさせるものもない
からにちがいない。
それは，海外生活で，日本人の多くがご飯と漬け物を食べたいと思い，フランス人の多くがパ
ンとチーズがあれば，と思う心に通じている。
いや，パリにもオレンジはあるのだ。ただし，大地から切り離され，お菓子のように薄紙に包
まれた哀れな姿で。わたしたちはしばしば故郷で慣れ親しんだ食べ物や飲み物を都会や異国で見
いだす。しかし，それが故郷のものとは違うのを知って，かえってかつて故郷で食べたり飲んだ
りした物への思いが強くなるものだ。パサついたご飯やジトッとして張りのないパンはかえって，
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自分の親しんだふっくらとしておいしいご飯やパリッとしてうまいパンへの思いをつのらせる。
そして，それを通して故郷への思いも。
ドーデが「オレンジ」で，味覚を通して見事に視覚化し空間化したのは，近代の人間に潜むそ
うした故郷と都会の二重構造であり，その否応ない重なりだった。オレンジの真の価値を見いだ
すには，パリへの移動が，パリという場所が必要だった。「オレンジ」という短いテクストは，
じつは語り手の南仏がパリとともにしかありえないことを示している。
だから，パリと故郷という二重構造は否応ない重なりであり，故郷に帰ることで解消されるも
いと
のではない。事実，『風車小屋便り』の最後をしめくくる「兵舎への郷愁」では，あれほど厭わ
しく思われたパリを懐かしむ思いが語られ，パリへの帰還が予告されている。
早朝の太鼓の音に目を覚ました語り手は，その太鼓を鳴らす休暇中の兵士がパリの兵舎をなつ
かしんで太鼓をたたいていると想像しながら，実際にはみずからのパリへのやみがたい思いを語
っている。
このテクストはこんな風に終わる。
「村で八時の鐘がなる。（……）私は草のなかに寝ころんで，郷愁におそわれながら，遠ざかっ
ていく太鼓の音を聞いていると，私のパリ全体が松林のあいだに展開するかのような気がする…
…
ああ，パリ！…… パリ！…… やっぱりパリだ」（１７）
「オレンジ」の視覚性とは対照的な聴覚性。パリのみすぼらしいオレンジから展開された本来
せいひつ
のオレンジのもつ静謐で雄大な視覚的イメージに対して，ここではゆったりとした村の鐘と騒が
しい太鼓の音を対比させることで，パリのざわめき，人々がさまざまな思いを抱きながらうごめ
き集うパリが聴覚的イメージとして描かれている。
『風車小屋便り』とは，たんに南仏風物を語った物語ではない。ひとつひとつのテクストでは，
たしかにそうかもしれない。しかし，テクスト全体としてみれば，故郷と都会とがもはや不可分
となってしまったことを語る物語であり，場所の重なり合い，重なり合わざるをえない場所の物
語なのだ。
南仏に重なるパリ
そんな視点に立つと，全体の中程，後半のはじまりあたり（２４篇中１４番目）に置かれた「ビク
シウの財布」の意味も見えてくる。そこでは，南仏へ発つ数日前にパリの自宅での食事中にいか
にもパリ人らしい風刺画家ビクシウが不意に訪問してきたことが語られる。パリからの移動を語
るテクストではじまり，南仏に浸ったかに見えた語りの空間は，じつはパリというもうひとつの
空間に浸食されていたのである（１８）。
パリと南仏という２つの空間の重なりを軸にみると，『風車小屋便り』全体が，それまでとは
異なった相貌を示すことに気づく。たとえば，ビクシウとの昼食を語るパリに関するテクストの
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あとに，詩人ドーデ自身の寓意のような「黄金の脳みそをもった男の話」が置かれ，さらにその
あとには，南仏語を復興し南仏語で書いたノーベル賞詩人ミストラルを訪れた際の出来事を語る
「詩人ミストラル」，ご馳走のことばかり考えてミサをはっしょったいかにも南仏らしい僧の悲喜
劇を描く「三つの読誦ミサ」が続いて，さきほどのパリを発端とする「オレンジ」へとつながっ
ていく流れ，それは南仏とパリという２つの空間のせめぎあいとして読みとることができる。「ビ
クシウの財布」以下の後半では，南仏という空間に対して次第にパリが優勢になり，パリこそが
南仏という場所に意味を与えていたということが逆説的に明らかになっていく。
さらに，おしかけてきたビクシウとのパリでの慌ただしい昼食が，ミストラルの家で詩人とと
もに取ったゆったりとした昼食と対比されていることにも，また飲食のテーマが「オレンジ」で
の味覚の視覚的展開を経て，「二軒の宿屋」「ミリアナで」での無言の食事場面から「ゴーシェ神
父の薬草酒」における飲食の物語へと展開されていることにも気づく。
たしかに，『風車小屋便り』には，味覚に特化したテクストは少ないかもしれない。しかし，
パリというもうひとつの場所との関連で全体を見わたすとき，飲食のテーマがそれなりに重要な
意味をになっていることもまた事実なのだ。
そのような２つの空間の重なりという主題を，「オレンジ」は味覚を見事に視覚化することで
描きだしている。その意味で，この短いテクストは『風車小屋便り』全体を映しだしているとい
ってもいいだろう。いや，むしろこのテクストのなかで描かれるオレンジこそが，『風車小屋便
り』を，さらにはドーデという人間の心の在り方を写しだしているといったほうがいいのかもし
れない。
もちろん，この作品が多くの人に受けいれられたのは，こうした作品全体のもつ近代的な二重
性にあったとしても，もともと南仏がパリと拮抗しうる文化的な価値をになっているということ
も忘れてはならない。パリに象徴される近代的で工業的な都市文明に対して，南仏に代表される
地中海地方はギリシア・ローマにつながるヨーロッパ文明の淵源であり，長いスパンでみれば，
こちらこそが文明の先進地だったからだ。ドーデ作品の成功には，やはり彼が南仏の出身だった
という点が大きく関与していることは間違いない。
悲惨なフランスと理想の地中海
ドーデにって，故郷プロヴァンスは，しばしば立ち返って活力をくむ場所ではあっても，そこ
にふたたび暮らし続ける土地ではなかった。パリという都会があくまでも彼の生活の場であった。
これは，都会に暮らすわたしたちの多くが共有する心の在り方ではないだろうか。
しかし，だからといってパリと南仏はドーデにとってどちらも捨てることのできない自分の場
所であったことも事実である。彼は，近代の人間にときおりみられる故郷を捨てた故郷遺棄者で
はなかった。ただ，南仏はすでに生きられた空間であり，パリは今生きるべき空間であっただけ
だ。
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だからこそ，ドーデは「パリ風俗」という副題を付したパリを舞台とする長編を書き続けなが
ら（１９），しばしば南仏へと立ち戻っていく。ただし，実生活で困難に直面したときにドーデがしば
しば南仏を訪れたように，ドーデが南仏を語るのは，生きるべき現実が悲惨な状況を呈した場合
であり，その悲惨さを通して南仏はさらに理想化された空間として純化されていく。
つい
『風車小屋便り』と対となる短編集『月曜物語』（１８７３）は，普仏戦争（１８７０－７１）時のプロシ
ア軍によるパリ包囲とコミューンの成立と崩壊といった歴史的な動乱をへて経験されたフランス
の敗北という屈辱なかで書きつがれた短い文章をまとめたものだ。ここでは，パリのルポルター
ジュとフランスのさまざまな地方のエピソードが語られていく。地方の情景のなかで，南仏とと
もに大きな比重を占めるのは，アルザス地方である。この地は，若いドーデがかつて友人ととも
に滞在した地方であり（２０），また普仏戦争でロレーヌ地方とともにドイツに割譲された地域とし
て，愛国者ドーデが語って当然の地方であった。
アルザスやパリを舞台にしたテクストが，悲惨な現実を写さざるをえないのに対し，とくに南
仏を舞台としたテクストは輝かしい思い出として美しい相貌を放っている。
「味覚風景」という短いテクストは，まさに地中海の味覚を通して，そうした幸福な時間を定
着しようとしたものである。そこで語られるのは，どれも地中海ではありふれた食べ物であり，
土地に密着した味覚だ。それは，地中海特有の魚料理ブイヤベースであり，魚につけて食べるニ
ンニク入りマヨネーズともいうべきアイオリであり，あるいは挽き割りの小麦を蒸してそこにト
マトで煮込んだ羊の肉や野菜をかけて食べる北アフリカのお祭り料理クスクスであり，イタリア
で付け合わせに出されるトウモロコシの粉を蒸し焼きにしたポレンタである。
ドーデの南仏は，すでに『風車小屋便り』のなかで，たんに生まれ故郷のプロヴァンスにとど
まらず，地中海世界にまで広がっていた。これらの４つの短いテクストは，それを４つの地点（ブ
イヤベースのサルジニア沖，アイオリのプロヴァンス・カマルグ地方，クスクスのアルジェリア，
ポレンタのコルシカ）として明確に跡づける。それは，語り手にとって，みずからを育んだ，も
おか
はやだれも侵しえない〈故郷＝理想郷〉の確定であった。
ここで描かれる料理は，どれも美味しそうだが，なんといっても極めつきは冒頭に置かれた「ブ
イヤベース」だろう。漁師たちとともに船に乗り，岩場で捕まえた見事な伊勢エビを，これまた
岩場でつり上げた鮮やかな色の小魚から取ったスープで煮込んでその場で食べたということを語
っただけのほんの短いテクストだ。途中，一行を挟んで，前後２段落。後半の段落はこんな具合
である。
「漁が終わると灰色の高い岩のあいだに舟を近づける。ただちに火が点される。輝く太陽のも
とで青白い炎があがる。大きなパン切れが赤い土の小皿に盛られると，鍋を囲んで，皿を差し出
し，鼻をピクつかせる……風景のせいだろうか，光のせいだろうか，海と空が結ぶ水平線のせい
だろうか，とにかく，こんなに美味しい伊勢エビのブイヤベースを食べたのはじめてだ。食後の
砂の上での昼寝のなんという心地良さ！ たえず海の上で揺られているような眠り。無数の輝く
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ウロコのような小さな波が閉じた目になおチラチラする」（２１）
ここで取りあげられているのは，土地ならではの食べ物であるだけではない。それが食べられ
る情景や食べ方自体も，土地に密着したものであることを見逃してはならない。
ざ こ
ブイヤベースは，本来，漁師の料理であり，市場に出せない岩場の雑魚をあり合わせの材料と
ともに煮込んだものだ。ときには，ここに描かれているのように，売り物にしない伊勢エビが入
ることもあったのだろう。
１９世は，パリで外食産業が隆盛期だった。フランス革命で失職した貴族のお抱え料理人たちが
レストランを開業し，近代国家の成立によってパリに流入したさまざまな人が――上は代議士や
弁護士から下は一介の日雇い労働者までが――その顧客になることで，外食産業が成立する。政
治家や企業家にまじって，文学者たちもレストランで会食会をしばしば開いている。ドーデ
も，１８７４年からは，フローベール，ゴンクール，ゾラ，ツルゲーネフがレストラン「ブレバン」
で毎週木曜に開く晩餐会に参加している。
１９世紀後半にると，そうしたレストランのなかで地方料理を売りにする店も出てくるようにな
る。とくに南仏出身の義兄弟の関係にある３人の料理人の開いた「レ・トロワ・フレール・プロ
ヴァンソー」（「南仏出身の３人の兄弟」の意味）は，南仏料理をメニューに載せて話題になって
いた。そこでは，好評を博した干した塩ダラを戻してオリーヴオイルとあえたブランダードとと
もに，ブイヤベースも出されていた（２２）。
しかし，本来ブイヤベースとは，ドーデが描くように，獲れたての魚を内臓もふくめて丸ごと
使ってスープを取り，そこにさらにエビや魚を煮込んで食べる海辺の漁師料理である。パリのブ
イヤベースは，オレンジ同様，ドーデにとって本当のブイヤベースへの思いをつのらせただけだ
ったにちがいない。
しかし，このブイヤベースに代表される「味覚風景」では，「オレンジ」のようなパリからの
眼差は描かれていない。いや，だからこそ，パリやアルザスの風物を語る暗く切迫した諸篇のな
かで，いわば別世界として輝いてみえるのだ。
地方から国家へ
『風車小屋便り』では，パリと地中海世界が２つの極であった。これに対し，『月曜物語』はパ
リを中心として，さまざなま地方が描かれている。この変化は何だろうか。
普仏戦争という国民国家同士の争いは，今でいえばグローバリゼーションのはじまりだったと
考えていいだろう。グローバリゼーションによって，現実においても，個人の意識においても，
空間はいやおうなく絡まりあい広がっていく。
サイードは「領土が重なりあい，歴史が絡まりあう」植民地支配以後のポストコロニアルな時
代においては，空間の問題が文学テクストを読みとっていくうえで非常に重要になると述べてい
る（２３）。しかし，実はそのような事態はすでに近代においてはじまっていたことを，ドーデの作品
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は示している。
ドーデが語るのは，もはやパリと南仏ではない。フランスという国家なのだ。『風車小屋便り』
が，そこであからさまに語られることのないパリというもうひとつの場所によって意味あるもの
となっているとすれば，『月曜物語』は，フランスをたたきののめした〈プロシア＝ドイツ〉とい
う外なる場所，外であったのにパリに侵入し，アルザスを奪い取った別の国家との関係で意味あ
るものとなっているといえるだろう。そしてそれは，まさしくグローバリゼーションの動きのそ
のものであった。
そんな悲惨な国家フランスのなかで，南仏を中心とする地中海世界は，ドーデのなかでいっそ
う理想化された場所となっていく。空間が広がり絡まりあえばあうほど，自分が育った故郷は理
想郷という形でより純化されていく。興味深いのは，そのような理想化と純化が，味覚によって
なされているということだ。長年身体に刷り込まれた味覚こそは，過去のイメージをもっとも明
確に保持する感覚である。その点で，他の感覚にもまして，味覚こそが過去を理想郷として空間
化しうるのだ。
ここで，近代人ドーデのうちに重なり合っていた２つの空間は，より明確に時間と結びつく。
故郷とは保存された幼年時代であり，味覚は２つの空間を結びつけると同時に，過去を現在に蘇
らせ，現在を意味づけ救済する。ここから，ハーブティーに浸したマドレーヌ菓子を味わうこと
によって，不意に同じものに親しんだ幼年時代全体を蘇らせるプルースト（１８７１－１９２２）までは
さほど遠くない。
ドーデは死語出版された『人生に関する覚え書き』でみずからをHomo duplex〔ホモ・デュプ
レクス〕「二元的な人間」「二階建ての人間」と形容している（２４）。
これは直接的には弟の死に際して，それを悲しみながら，その出来事を描くべき題材として見
ている背反する自己の眼差を指していわれた言葉だが，〈都会〉＝〈パリ〉と〈故郷〉＝〈南仏〉と
いう２つの空間の重なり合い自体を自己のアイデンティティとし，そのあいだで終生揺れ動きな
がら，その絡まりあうさまを作品化したこの作家を形容するのにふさわしい言葉である。ドーデ
は，まさに都会の下に故郷という空間を保持した「二元的な近代人」であった。また，その「二
元性」を自覚していたという意味でも近代の人であった。
南北から東西へ
フランスにおける北と南の対立は，日本に移せば東西の違いである。近代的な首都とかつての
文明の先進地という対比は，ほぼそのまま，関西と関東，大阪・京都と東京・横浜に当てはまる。
ところで，関西を描いた作品，とくに大阪を舞台にした作品は，それこそ無数にあって，県別
に郷土ゆかりの作品を集めた『ふるさと文学館』の「大阪篇１・２」の編者，井上俊夫は，「作
品解説」で「明治以降，現代に至るまでの『地元作家』と『ヨソモン作家』が書いた，大阪を舞
台にした長・短の作品」は無数にあり，「仮に『大阪文学全集・全百巻』といった膨大なアンソ
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ロジーを企画したところで，それらの作品をくまなく収録することはとうてい不可能である」（２５）
と述べている。
フランスでも，ドーデを別にして，ざっと思いつくだけ挙げても，ジオノ，パニョルといった
南仏出身の作家が南仏を舞台にした多くの作品を書いており，これに加えてジッドやグルニエの
ような南仏出身ではない作家も南仏を舞台にした作品を発表しているから，こちらも事情は同じ
である。
その意味でも，フランスの南仏と日本の関西は同じ立場にあるといってもいい。つまり，首都
に対して向こうをはれるだけの，文化的基盤をもった「文学的な」場所であるということだ。
現代フランスを代表する作家ミシェル・ビュトールは「巨大な文学的重みをもち」「一国の文学
の内部で多少とも重要な役割を演じている」都市を「文学的な都市」（２６）であると定義しているが，
首都であるパリや東京以外に，大阪やマルセーユ（とくにパニョルの場合）はそうした首都に次
ぐ「文学的な都市」であり，これをさらに地方に拡大すれば，南仏や関西は文学的な地方であり
場所であるといえるだろう。
さて，そうした大阪や関西をあつかった作品のうち，ここで問題にしようと思うのは，作品で
描かれた南仏がパリとの関係で意味をもつドーデの『風車小屋便り』や『月曜物語』のような作
品，つまり，大阪を舞台にしつつ，そこに東京がからんでくる作品である。
かみつかさしょうけん
上司小劍（１８７４－１９４７）の短篇小説『鱧の皮』は，まさにそんな作品だ。しかも，タイトルか
ら察せられるように，大阪と東京とを結ぶアイテムはハモの皮である。ドーデの場合よりいっそ
う明確に味覚と場所との結びつきが作品のテーマになっていることが，すでにタイトルに示され
ている。
さらに，作者小剣は当初雑誌『ホトトギス』に発表（１９１４）したこの作品が評価され，一躍文
名が高まったという点も，文芸新聞に発表した『風車小屋便り』によって高い評価を得たドーデ
と似ている。
いやそれだけではない。ドーデが南仏ニームの出身でリヨンを経て（９歳）パリに出た（１７歳）
のに対応するかのように，奈良出身の小劍はまず地元の小学校を卒業すると母の実家のある大阪
に出て（１４歳），ついで知遇のあった社会主義者，堺利彦の勧めで上京し東京で新聞記者になっ
ている（２４歳）。地方都市から地方の大都市へ，そして首都へという人生の軌跡も，この２人に
は共通している（２７）。
ところで，こうした類似点は，たんに作家個人の資質や人生の偶然に由来するものではなく，
近代という時代に起因したものだった。
この２人の作者の年齢の差は３４，半世紀にも満たない。フランスと日本の近代化の差というこ
とを考えれば，２人ともそれぞれの国の近代化の過程で同じような場面に遭遇したと考えられる。
ドーデがジャーナリズムから文学者になったように，上司小劍も読売新聞社の記者を長年務め
たあと，文筆生活に入っている。当時，ジャーナリズムは文学の修行の場であり（井上靖や辺見
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庸など今でもこれは一部で続いているが），今以上にジャーナリズムの役割は大きかった。また，
彼らがともに地方から都会へという移動，近代の多くの人が経験し，今も続いている移動を経験
したということも，彼らの生きた時代の共通性を示している。ただ，２人が多くの人と違うのは，
その経験を作品化した，あるいは作品化しえたということである。
したがって，２人の作品が同じような空間の二重構造を描いているのは，近代の入り口にあっ
て，そうした二重構造がもっとも意味をもった時代に，それを自分の経験として掘り下げたから
だととりあえずいえるだろう。
大阪小説『鱧の皮』
うなぎ さ ぬ き
『鱧の皮』は，大阪の道頓堀にある鰻屋讃岐屋を舞台に，そこでのほぼ一日の出来事を，当時
の日本風「自然主義」の小説らしく，それらが生起した順に語っていく短編である（２８）。
ふみ
物語は讃岐屋を切り盛りするお文のもとに，道楽者でさまざまな興行に手を出して何度も借金
を作ったあげく，今度は東京に家出している婿養子で夫の福造から金を送って欲しいという手紙
が来たことからはじまる。ここに，たまたま店にやってきた，お文の母親であるお梶と叔父の源
太郎がからみ，店がはねたあと，借金と家出を繰り返す婿養子に手厳しいお梶を店において，お
文は多少とも彼女の気持ちのわかる源太郎と行きつけの近くの小料理屋におもむき，そこで酒を
飲みながら，「明日にでも東京へ夜行でいってこうかと思う」と胸の内を語る。そして，源太郎
そうろう
を送った帰りに手紙の末尾に「鱧の皮をお送り下されたく候」と書いてあった通り，鱧の皮を買
って店に戻って眠りにつく。たったこれだけの物語が，道頓堀から千日前にいたる大阪風俗を背
景に，おだやかな大阪弁の会話をはさみながら語られていく。
多くの解説にある通り，これは大阪名物ともいうべきダメ男としっかり女のカップルをあつか
った物語の原型のひとつである。さきほどの『ふるさと文学館』「大阪篇」の編者も，この短編
を他の幾篇かとともに「ぼんぼんとちゃっかり女」という項目に入れている。しょうもない性格
であるのにどこか憎めないぼんぼん気質の男と，しっかり者で気が強いが情にあつい女という組
み合わせは，たしかに大阪を舞台にした多くの作品に登場する。その典型は，森重久弥・淡島千
めおとぜんざい
景主演で映画にもなった（２９）織田作之助の『夫婦善哉』（１９４７）だ。『鱧の皮』より３０年ほどあとの
作品である（３０）。ただし，ここには大阪情緒がたっぷり描かれているものの，あとで述べるような
『鱧の皮』を特徴づける〈東京の影〉がなく，作品の空間としては平板であるという違いがある。
飲食小説『鱧の皮』
この作品で飲食物は重要な役割を演じている。
うなぎ
まず，鰻屋という設定。
作中「まむし」として登場するように，大阪ではウナギは「まむし」と呼ばれる。この呼称に
はいろいろな説があるが，大阪では鰻の蒲焼きを丼に仕立てる際，ご飯の上だけでなくご飯とご
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あいだ ま む
飯のあいだにも鰻を一切れ入れるからというのが通説だ。間で蒸すから「間蒸し」というわけだ。
関西風に親しんだ筆者も東京ではじめて関東風の鰻丼を食べたとき，ご飯のなかに鰻がなくてな
んだか裏切られたような気もちになったことを思い出す。
そして，なんといっても鱧の皮だ。
ハモはウナギに似た夏が旬の魚で，京都を中心に初夏の関西の味覚には欠かせない。ただし，
堅い小骨が多く処理に手間がかかるため，家庭の味というよりは，外で食べる「うまいもん」と
いった感じである。どうやら，ハモは東京湾にも棲息しているらしいが，それが関東で食材にな
らなかったのは，東京が海に面していて豊富な江戸前の海の幸に恵まれ，わざわざ技術のいる魚
を食べなかったということらしい。これに対して，海から遠く，かつては新鮮な魚があまり手に
入らなかった京都では，貴重な魚素材を生かしてうまく食べる工夫をしたのである。しかも，ハ
モは生命力が旺盛で，保存方法が限られていた時代にも遠隔地まで生きたまま運べたため，大阪
湾で獲れたハモが京都で食材として珍重された。
ところで，ドーデのブイヤベースも魚料理であったが，鱧も魚である。これは多分偶然ではな
い。パリと南仏では魚が違う。関西と関東もしかりだ。野菜や肉，ワインや酒も地方と結びつい
たものだが，おそらくそれ以上に魚のほうが違いが大きい。同じ魚でも，獲れた場所が違えば，
あぶら
脂の乗りが違うし，季節によっても味が異なり，旬がある。鱧のように，土地だけでなく季節と
も結びつく点が，魚料理が地方情緒をにないやすい点であると思われる。
さて，ハモは関西を，そして夏という季節を示す。
かま
しかし，この作品で問題になっているのは，ハモではなくてハモの皮だ。これは，鱧寿司や蒲
ぼこ
鉾に良い部分を使ったあとの皮の付いた残りで，これを付け焼きにしたのが鱧の皮だ。蒲鉾屋な
どで売っていて，鱧に比べれば値段もはるかに安く，庶民の食べ物である。
つまり，ハモの皮は，たんに関西を表しているだけでなく，関西の庶民性をも示しているのだ。
「ハモ」で関西を示し，「皮」で庶民を表していると考えてもいいだろう。
ハモの皮は，ハモ本体の旬が終わった夏の終わりから秋口が食べ頃で，まさに作品の設定であ
る初秋にふさわしい食べ物である。
ハモからハモの皮にずれて庶民性が生じたように，季節も暑い夏から涼しさのみえだした秋口
へとずれる。食べものの味わいがよりしんみり感じられる季節であり，さらにもう一度やり直そ
うとするお文と福造という中年夫婦にふさわしい季節設定である。
う ま
作中，そんな鱧の皮の美味さを印象づける一節がある。叔父の源太郎が福造の手紙を読む場面
だ。
そうろう
「「ああ，『鱧の皮を御送り下されたく候』と書いてあるで……「何ぬかしやがるのや」と，源
太郎は長い手紙の一番終わりの小さい文字を読んで笑った。
「鱧の皮の二杯酢が何より好物だすよってな。……東京にはあれおまへんてな」
夫の好物を思い出して，お文の心はさまざまに乱れているようであった。
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ぬくめし ちょっと
「鱧の皮，細こう切って，二杯酢にして一晩ぐらい漬けおくと，温飯に載せて一寸いけるさか
のん き
いなあ」と，源太郎は長い手紙をまき収めながら，暢気なことを言った。」（３１）
う ま せ り ふ
一度は鱧の皮の催促にあきれた源太郎が，鱧の皮の美味さをそそるような科白をはいている。
う ま
さりげなくハモの皮の美味さが伝わると同時に，ハモの皮が大阪独自のもであることもわかるう
まい描写だ。
いろいろなものを結びつける鱧の皮
しかし，この描写に示されたハモの皮の役割はそれだけでない。
福造は，妻も知っている自分の好物を，無心の手紙の最後に書くことで，妻の思いを見事に惹
きつけているからだ。こんなことを，無心の手紙の末尾に，しかも小さな字で書くところが何と
も女心をくすぐるダメ男といった感じである。ダメ男の策略？ いや，きっとこうしたことがさ
らりとできてしまうところが，ダメであっても女に捨てられない憎めない点なのだろう。
こうして，鱧の皮は，お文に福造との夫婦生活を思いださせる役割をも果たす。ハモの皮はお
文に過去を思いださせ，その結果お文の気持ちは東京の福造へと向かう。
つまり，鱧の皮は東京と大阪を結びつけるのだ。ここが重要な点だ。
お文は，始終，東京からきた福造の手紙を持ち歩き，それを母や叔父に読ませている。お文の
意識は，大阪にありながら，東京の福造のほうに向かっている。
この物語の舞台は，一貫して大阪であるが，じつはその背後につねにつきしたがうように東京
というもうひとつ別の空間が存在していることを見落としてはならない。表の主人公はお文であ
り，大阪の道頓堀だが，裏の主人公は首都である東京であり，福造であるといってもいいだろう。
福造はバルザックのリュシアンや漱石の三四郎の成れの果てといった人物だ。地方で失敗して，
首都に出てさえ無心をするダメ男である。このダメ男の移動を通して大阪と東京とが関係づけら
れる。しかも，明示されてはないが福造が経済活動を企てて上京したらしいことから推測できる
ように，地方である大阪に対し，東京は資本主義的生産活動の拠点である首都として描かれてい
る。ことさら食べ物を前面に出して「食い倒れ」の大阪を演出するこのテクストの動きは，大阪
を食文化の中心地としてポジティヴに描いているといえる反面で，消費空間としての大阪を，生
産空間としての首都東京と対比しているとも読むことができる（３２）。
もちろんドーデの南仏同様，この対比と重なりには，今ふれたように，大阪が東京と対抗でき
る文化空間であり，そのことが大阪の食文化として示されていることも確認しておこう。
そして，それだけなら２つの対比的な空間の並列にとどまりかねないものを人物の心理を通し
てつないでいるのが，これまた大阪の食を象徴する鱧の皮なのである。
かまぼこ
鱧の皮が欲しいといってきた福造の手紙に，お文は閉店間際の蒲鉾屋でわざわざ鱧の皮を１円
も買い（おそらく当時の物価からすればかなりの量であるはずだ），それを郵便用の小包に仕立
てており，きっと翌日早速東京に送るにちがいない。つまり，鱧の皮に登場人物の記憶と心理が
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集約し，さらにそれを介して，それがある大阪とそれがない東京が重なり合うのである（３３）。
つな
まさしく鱧の皮は，２つの空間を切り分けつつ繋ぐインターフェースなのだ。そう考えると，
にわかに鱧ではなく鱧の皮であることが重要になってくることに気づく。皮こそは外界と内部と
を隔てつつ結ぶインターフェースだからだ。
そして，このインターフェースとしての鱧の皮を通して，ここでは，ドーデが作品のなかで素
描した２つの空間の重なりが，見事に作品のなかに内在的な構造として取りこまれていることが
わかる。
もうひとつの移動，もうひとつの飲食
こうした視点に立ってみると，じつはこの作品には，２つの空間の重なりを補う他の移動や，
それにともなう他の飲食場面が巧妙に組み込まれていることに気づく。
作品の後半で，店がはねたあと，お文は源太郎とともに行きつけの小料理屋まで出かけ，また
かも
店まで戻ってくる。途中，道頓堀界隈のにぎわいが描かれ，大阪情緒が醸しだされたあと，小料
理屋で，いける口のお文は，ウニやコノワタ（ナマコの内臓）で日本酒を飲み，酒の飲めない源
なま すし
太郎は「生の鮓」を食べる。
ところで，これらはすべて関西の食べ物ではない。またついでにいえば，すべて海産物である。
ウニやコノワタは，多分，大阪への流通経路を考えれば北陸産のものであるだろう。そして，わ
なま すし
ざわざ「生の鮓」とことわられるスシは，大阪のスシが本来，箱寿司・押し寿司であることから，
生魚のスシ，つまり江戸前のスシであることがわかる。前半の大阪を過剰に示す飲食物に対して，
ここでは東京のスシを中心に大阪以外の土地を示す食べ物が食べられている。前半の飲食場面は
讃岐屋のお客たちが飲み食いする場面だから，この〈大阪飲食小説〉で主人公である大阪人が実際
に食べているのは，大阪の食べ物ではないといこうとになる。
大阪という現実の空間に影のように寄りそう東京は，テクストの後半では，飲食物として現実
的な存在となって登場する。大阪情緒たっぷりの道中描写に囲まれて，この小料理屋はまるで大
阪ではないかのようだ。事実，この小料理屋が行きつけだということは母のお梶には内証なので，
ここはお文にとって大阪ならざる空間，大阪のなかの〈非大阪〉なのだ。
この小料理屋からの帰りに鱧の皮を買っていることから，気心の知れた叔父をともなったこの
小さな移動によって，お文は東京行きと福造との復縁を決心したものと考えられる。もちろん，
それにはいろいろの要因があるだろう。しかし，非大阪的空間への移動が決定的だったことは確
かだ。それは，お文にとって，疑似〈東京〉旅行であった。
こうして，主人公お文が行うこの大阪の町中の小さな移動は，福造の大きな移動に対応したも
のとなる。それは，福造の移動を反復しつつ，お文自身の東京への移動を予告し，さらに福造の
帰還，福造の移動の完遂をも暗示している。なぜなら，お文は非大阪空間である小料理屋から自
分の店に戻ったのだから。
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異なる軌跡
わたしたちは多かれ少なかれ空間を移動し，それらの空間を関係づけることを余儀なくされて
いる。逆にいえば，わたしたちのアイデンティティはわたしたちが踏破する，そうしたいくつも
の空間の重なり方にあるといえるだろう。
ドーデも上司小劍も，ともに近代の初期にあって，場所の移動を経験し，空間に強い関心を示
した作家である。彼らはそうした関心をそれぞれの仕方で作品に描いた。結果として，ドーデと
その語り手が首都と故郷との度重なる往復のすえパリに戻り，一方，小劍の主人公たちは生まれ
育った大阪に帰還する（３４）。これは，近代における２つの大きな移動のパターンでもある。
しかし，ここで重要なのは，そうした複合的な空間の類型学を企てることではなく，ドーデと
小劍がともに，そうした空間のうち，もっとも基本となる故郷と都会とがいかに不可分で重なり
合うものであるかを，飲食物を通して，飲食物に託して描きだしたということだ。それは，結果
として，表象のレベルにおいて，首都とそれに張りあう特権的なもうひとつの空間を作りだし，
その重要性にふさわしい地方情緒としての飲食の表象を形成したのである。
（１）「二重の不在」および「二重の不在」と地方情緒としての飲食物の関係については，福田育弘「やっぱり美
味しいフランス文学」，久保田淳編『文学と食』，芸林書房，２００４，１１５－１１７頁参照。
（２）１２篇が１８６６年８月から１１月にかけてレヴェーヌマン紙に，他の１２篇が１８６８年２月から１８６９の２月にかけてフ
ィガロ紙に掲載された。現在ドーデの作品の校訂でもっとも優れていると思われるのは，１９８６年に３巻本で
刊行されたロジェ・リポル監修のプレーヤード版であり，『風車小屋便り』諸篇の初出については，第１巻
´ ´ ´ ´の以下の頁を参照のこと。Alphonse DAUDET，Œuvres Ì，texte etabli，presente et annote par Roger
｀ ´RIPOLL，Gallimard，Bibliotheque de la Pleiade，１９８６，pp．１２６６－１２７３．
（３）ドーデの伝記的事実については，ドーデの自伝的小説 Le Petit Chose（in Op．cit．pp．１－２４２．）（邦訳，
原千代海訳『プチ・ショーズ ある少年の物語』，岩波文庫，１９５７，八木さわ子訳『プチ・ショーズ ちび君』，
｀岩波文庫，１９２２）のほか，以下の著作を参考にした。Wanda BANNOUR，Alphonse DAUDET Boheme et bour-
geois，Perrin，１９９０；Jacques-Henry BORNECQUE，Introduction in Alphonse DAUDET，Lettres de mon
moulin，Lettres francaise，Collection de l'Inprimerie nationale，１９８３，pp．９－７３．
（４）１８６１年，重い病に苦しんでいたドーデは，南仏に旅行し，さらに従兄弟のアンリ・レイノーとともにアルジ
ェリアに渡り，そこに１８６１年の１２月から翌年の２月まで滞在している。その後，病状がふたたび悪化したた
め，１８６２年の１２月から翌年の３月まで，コルシカに滞在している。このあとも，たびたび南仏に滞在してお
り，南仏は，精神的のみならず身体的にも，ドーデに回復と活力をもたらす土地であった。
（５）『風車小屋便り』の短編の多く（とくに後半）は，パリ郊外の Champrosay シャンロゼーで書かれているこ
とがはっきりしている。
（６）Alphonse DAUDET，Op．cit．，p．１２７６－１２７８．ドーデは自分の主要な作品の創作過程をHistoire de mes
livres（『わが著作の歴史』）に詳しく解き明かしている。これは１８３３年に雑誌（La Nouvelle Revue）に発表
されたのち，最終的にTrente ans de Paris à travers de ma vie et mes livres（Dentu et Charpentier，１８８８）
（『わが人生と著作を通したパリの三十年』，邦訳は，萩原弥彦訳『巴里の三十年』，創芸社，１９４９『風車小
屋便り』に関連した箇所は，１６４－１８５頁）として刊行された。ここには，この著作が，幼年時代より親しん
だフォンヴィエーユの風車に着想を得たこと，風車を買おうとしたこと，南仏語による文芸復興運動を行う
´詩人ミストラルの創設した団体Felibrige〔フェリブリージュ〕の作家との交流などがいきいきと描かれてい
る。これを読んでも，これらのテクストが，パリで書かれていないことがわかる。ただし，プレイアード版
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の校訂社リポルも述べているように，これは「作品の創作過程に関する資料とみなすべきものではなく」，
むしろこれ自体が「もうひとつの物語として読まれるべきものである」（筆者訳）と思われる（Alphonse
DAUDET，Op．cit．，p．１３８０）。
（７）Alphonse DAUDET，Histoire de mes livres in Op．cit．，p．４０４－４１１，邦訳，萩原弥彦訳『巴里の三十
年』，創芸社，１９４９，１６７－１７１頁。
（８）ドーデのフランス語原文については，すべて上記プレイヤード版によった。Alphonse DAUDET，Op．cit ．，
p．２４５．また，この論文で用いる訳文は，『風車小屋便り』については，これまでのおもな邦訳２種，「桜田
佐訳，岩波文庫，１９３２」と「村上菊一郎訳，蒼樹社，１９８４」を，『月曜物語』については，「桜田佐訳，岩波
文庫，１９３６」「永井順訳，白水社，仏蘭西文庫，１９５０」を参考に，筆者が文脈によって適宜訳出した。
（９）Alphonse DAUDET，Op．cit．，p．２４８．
（１０）現在もっとも手に入りやすい岩波文庫版では「みかん」となっているが，原題は Les Oranges つまり「オ
レンジ」である。ちなみに，村上菊一郎訳では「オレンヂ」となっている。桜田訳が出た１９３２年（昭和７年）
当時は，オレンジが身近でなかったため，日本にもある「みかん」としたのだろうが，オレンジが身近にな
った今では，そのまま「オレンジ」としたほうがわかりやすいと思われる。また，フランスにはより日本の
みかんに近いオレンジより小ぶりのclmentine〔クレマンティーヌ〕という果実があるので，それとの混同
を避けるためにも，「オレンジ」が適当である。これは，飲食物の訳語が時代に左右されるという事例のひ
とつである。また，この「オレンジ」は，１８６９年に刊行された初版の『風車小屋便り』（Hetzel刊）には収め
られてはおらず，１８８７年に刊行された決定版（Charpentier刊）で追加されたことも，興味深い。決定版には，
「オレンジ」のほかに，「星」「税関吏」「三つの読誦ミサ」「バッタ」「カマルグ紀行」の全６篇が追加された。
（１１）Alphonse DAUDET，Op．cit．，p．３４５．
（１２）１９８３年に刊行された『ドーデ全集』の校訂者で，長い序文を寄せているジャック・アンリ・ボルネックJacques
-Henry BORNECQUEは，巻末の「作品解説・異同・註」で，「そもそも味覚上の印象自体が『風車小屋便り』
では少ないのだが，そのなかでも「オレンジ」はきわめて特異な地位を占めている」（筆者訳）とその特別な
性格に注目している。Alphonse DAUDET，Lettres de mon moulin，Lettres francaise，Collection de l'In-
primerie nationale，１９８３，p．３５０．
（１３）「黄金の脳みそをもった男の話」での表現。Alphonse DAUDET，Op．cit．，p．３２５．
（１４）ところどころにみられる「枕詞」的な機能をのぞくと，２４篇中，飲食が物語の枠組みとなっているは「コル
ニーユ親方の秘密」「サンギネールの灯台」「三つの読誦ミサ」「二軒の宿屋」の４篇，物語の二次的なエピソー
ドになっていて，きわめて付随的な場合が「星」「アルルの女」「法王のラバ」「税関吏」「黄金の脳みそをもった
男の話」「ミリアナで」の６篇，比較重要な場合が「ビクシウの財布」「詩人ミストラル」「老人」の３篇である。
（１５）「詩人ミストラル」のなかでミストラル宅で語り手が詩人とともに昼食時に食べたもの。Alphonse DAUDET，
Op．cit．，p．３５１．
（１６）「三つの読誦ミサ」で食いしん坊の僧正が食べたもの。Alphonse DAUDET，Op．cit．，p．３３９．
（１７）Alphonse DAUDET，Op．cit．，p．３８７．
（１８）パリテクストとでもいうべきのは，パリで語られる「ビクシウの財布」，パリから語られる，あるいはパリ
からの視線のなかで語られる「オレンジ」，パリが言及される「スガンさんのヤギ」「キュキュニャンの司祭」
「老人」「黄金の脳みそをもった男の話」「詩人ミストラル」「兵舎への郷愁」の８篇である。
（１９）パリを描くことは，小説家ドーデの一生の課題だった。それは，とりも直さず現代を描くことだった。Le
Nabab，moeurs parisiennes，１８７６；Sapho，moeurs parisiennes，１８８４； L’Immortel，moeurs parisi-
ennes，１８８８といった長編小説である。前二者には邦訳がある。河合亨訳『ナバブ パリ風俗』岩波文庫，１９５２，
朝倉季雄訳『サフォ パリ風俗』，岩波文庫，１９５１。これに対して，ベストセラーになりいくつか続編を書い
た南仏の典型的なほら吹き男を主人公にしたタルタランもの（もっとも有名なのは Les Aventures prodi-
gieuses de Tartarin de Tarascon，１８７２．邦訳，小川泰一訳『陽気なタルタラン』，岩波文庫，１９３９）に代
表されるように，南仏を描くことは，ドーデにとって生活の資を稼ぐためであり，一種の息抜きだった。
（２０）１８６５年の夏，当時２６歳の若きドーデは，恋人とのいさかいの絶えない生活を逃れ，友人とともに徒歩でアル
ザス地方を旅している。
（２１）Alphonse DAUDET，Op．cit．，pp．７５７－７５８．
（２２）「レ・トロワ・フレール・プロヴァンソー」あるいは「レ・フレール・プロヴァンソー」。１９世紀，当時パリ
の一大レストラン街だったパレ・ロワイヤルのアーケードのボージョレ回廊にあったレストラン。南仏プロ
ヴァンス地方出身の３人の義兄弟シモン，バルテルミー，マネオーユが，１８世紀末に開店した。南仏料理を
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パリに流行らすとともに，ユレルやデュクレレなどの１９世紀後半を代表する料理人を育てた。『ラルース料
理百科事典』，三洋出版社，１９８１，１５７２頁参照。この「レ・トロワ・フレール・プロヴァンソー」もふくめ
た１８－１９世紀におけるフランスのレストラン事情については，北山晴一『美食の社会史』，朝日選書，１９９１，２１９
－２８９頁参照。
（２３）エドーワード・W・サイード，大橋洋一訳『文化と帝国主義』，みすず書房，２００１〔原著１９９３〕。
｀ ´ ´（２４）Alphonse DAUDET，Œuvres completes illustrees，Editions Ne Varietur，Tome 16，Notes sur la vie，
Librairie de France１９２９，p．１．最初はRevue de Parisの１８８９年３月１日号と３月１５日号に掲載された。ま
｀た，すでに註（３）で挙げたドーデの伝記作者Wanda BANNOURは，その著書Alphonse DAUDET Boheme et
bourgeois（Perrin，１９９０）で，この一節を冒頭に掲げ，ドーデのhomo duplexとしての在り方，そのアイ
デンティティの空間的な二重構造（「南仏人」と「パリの人間」）をメインテーマに彼の人生を描いている。
（２５）井上俊夫責任編集『ふるさと文学館 第３２巻 大阪１』，ぎょうせい，１９９３，６１０頁。
（２６）ミシェル・ビュトール，清水徹・田部井玲子訳「テクストとしの都市」『中心と不在のあいだ 都市と世界と』，
朝日出版社，１９８３，１３７頁，１４１頁。これは，１９８０年に日本を訪れたビュトールの講演を邦訳したものだが，
´ ´原文は以下の著作に収められている。La ville comme texte in Michel BUTOR，Repertoire V，Editions de
Minuit，１９８２．
（２７）上司小劍の伝記的事実については，おもに以下の年譜を参照した。紅野敏郎編「上司小劍年譜」，吉田精一
編『明治文学全集７２水野葉舟・中村星湖・三島霜川・上司小劍集』，筑摩書房，１９６９，４１９－４２４頁。また，
作家としての上司小劍および作品論としては，とくに以下の評論を参考にした。青野季吉，「解説」『現代日
本小説大系 第十五巻』，河出書房，１９５２，３０３－３１０頁。稲垣達郎，「作品解説」，『日本文学全集３１小杉天
外・木下尚江・上司小劍集』，講談社，１９６３，４１５－４２０頁。近藤若菜「作品解説」，『縮冊日本文学全集 
近代後期小説篇』，日本週報社，１９６０，４３２頁。瀬沼茂樹，「上司小劍入門」，『日本文学全集３１小杉天外・
木下尚江・上司小劍集』，講談社，１９６３，４２６－４２８頁。吉田健一「解説」，『日本の文学７８名作集（二）』，
中央公論社，１９７０，４８６－５０２頁。荒井真理亜，『上司小剣文学研究』，和泉書院，２００５。
（２８）『鱧の皮』は上司小劍の代表作とされているために，岩波文庫（１９５２）にも収録され，いくつかの文学全集
（上にあげた『明治文学全集７２』のほか，『現代文学全集 ５ 斉藤緑雨・内田魯庵・木下尚江・上司小劍集』，
筑摩書房，１９６１，『日本文学大系２１岩野泡名・真山青果・上司小劍・近松秋江集』，筑摩書房，１９７０，『日
本の文学７８名作集（二）』，中央公論社，１９７０，『日本現代文学全集３１小杉天外・木下尚江・上司小劍集』，
講談社，１９８０）にも収録されている。ここでの引用は，現在比較的手に入りやすい大河内昭爾篇『味覚小説
集』，みき書房，１９７９によった。頁数はこの著作のもの。ただし，引用にあたっては，旧字と旧仮名遣い
を現代風にあらためた。
（２９）豊田四郎監督，織田作之助原作，八住利雄脚本『夫婦善哉』，東宝，１９５５年封切。『日本映画傑作全集』（１９９４）
としてビデオ化されている。
（３０）事実，この２つの作品『夫婦善哉』『鱧の皮』をもとに，１９６３年には，同じ豊田四郎監督，八住利雄脚本で
『新夫婦善哉』が封切られている。これは，内容的に『夫婦善哉』に『鱧の皮』の要素を足したもので，こ
のような合体ができるのも，道頓堀から千日前といった舞台の同一性，ダメ男としっかり女という主人公た
ちの同質性，食べ物屋を中心とした大坂情緒といった共通項が，これら２つの作品にあったからだと考えら
れる。残念ながら，今のところ，この映画の映像資料は入手不可能だが，その内容は，脚本『新夫婦善哉』
（東京映画株式会社，１９６３）によって知ることができる。
（３１）大河内昭爾篇『味覚小説集』，みき書房，１９７９，２２頁。
（３２）文芸評論家で英文学者でもあり，健啖家で知られた篠田一士は，飲食にかかわる文学作品に関する短いもの
の見事なエセーを集めた『グルメのための文芸読本』（朝日文庫，１９８６）のなかで，この『鱧の皮』にふれ，
「大阪の食べ物をえがいた小説といえば，古い小説だが，やはり上司小剣（一八七四～一九四七）の『鱧の
皮』（一九一四）がきわめ付けだろう。たんに大阪といわず，鱧の皮という食べ物が，作品全体の主題と関
わり，あたかも，影の主人公のようになっている点も，日本の近代小説のなかでは，他にほとんど類がなく，
これこそ，名実ともに食物小説といってよいものである」（前掲書，１９０頁）と述べた。鱧の皮に集約される，
この作品の意味作用の在り方を見抜いた鋭い指摘である。
（３３）『鱧の皮』に先立って発表された長編『木像』（１９１１）は，作者自身がこの作品には，『鱧の皮』で描いたも
のと同じものがあると認めているように，大阪をおもな舞台としながら，そこに東京が重なる空間の二重構
造をそなえた作品である。ここででは，主人公が奈良から大阪へ移動したのち奈良に帰還しており，関西の
古都奈良と商業都市大阪とが対比されている。奈良から見た大阪が描かれ，大阪から見た奈良が描かれてい
鱧の皮ではブイヤベースはつくれない 地方情緒として飲食（福田） 19
る点で，より空間の重なりは複雑である。ここに，やはり奈良から大阪に出てきて，主人公の世話になって
いた主人公の甥が，作品の終わり近くになって，学業半ばで東京に出奔し，そこから手紙を何度か寄こし，
それに主人公が応答するという形で東京が介入してくる。現実の空間としてではなく，手紙という間接的な
手法で，東京という空間が視線として介在してくる点は，『鱧の皮』と同じである。形式としてみれば，関
西での移動があり，より多元的な空間が形作られているといえる。
あまたの批評家が，この作家の作品の叙述の「自然主義的」うまさを語るなかにあって，青野季吉は空間
的な都市小説として『木像』の重要性を見抜き，つぎのように述べている。ちょっと長いが，炯眼な指摘な
ので引用しておこう。「この長編の舞台は，奈良，大阪，東京にまたがっている。東京は，傍系人物の青年
の手紙を通じて示唆的に表現されるにすぎないが，しかし，そこに新しい社会的空気がうごめいていること
を伝えるには十分である。この三つの代表的な都市が舞台になっていることも，この長編の年代記的意義に
とって，重要な関係をもっている。日露戦争と約１０年後にくる第一次世界戦との間にはさまれた明治４０年代
は過渡期中の過渡期で，風俗，生活，思想において，古いものとそれが崩れかけたものと，新しく芽立つも
のと，それの成長したものと，さらにその先を告げるものとが錯綜し，混淆していた時代であった。そのな
かで，この長編に現れてくる奈良は，古いものとそれが崩れかけているものとを代表しており，次に現れて
この中心舞台となる大阪は，新しく芽立つものとそれの成長したものとを代表しており，最後にここへ側光
を投げる東京は，さらにその先を告げるものを代表している。かくて奈良の古都は大阪の商業都市によって
批判され，その商業都市は東京の文化都市によって批判される。作者小劍はあきらかにそれを意識し，その
『批判』を際立たせようとして細かく気をくばっているのが見られる」『現代日本小説大系 第十五巻』，河出
書房，１９５２，３０６頁。ただし，後年の同じ作者の『東京』（１９２８）同様，『木像』は都市小説としては意欲作
ではあっても，『鱧の皮』ほど空間の重なりが緊密ではなく，空間の関係がやや平板である。それは，全体
を収斂させる「ハモの皮」のような，登場人物の心理や思いを投影した要素がないからだ。このような比較
からも，飲食物の，空間と空間，空間と人とをつなぐ役割の大きさがわかる。あまりに知的である手紙とい
う要素だけでは，場所と場所への人物の思いを集約するには足りないということだろう。これは，『鱧の皮』
以後に書かれた『妾垣（てかけがき）』（１９３０）（ちなみに発表当時これは「鱧の皮続編」と銘打たれていた）
や『天満宮』（１９２８）などの大坂情緒ものにもいえることで，ここでは大坂情緒はたっぷり描かれているも
のの，他の都市との関係はなく，前景化されるテーマはもっぱら過去と現在の比較である。それらは，空間
的にもそれなりに興味深いが，はやり都市小説・空間小説としては，そしてもちろん飲食小説としても，『鱧
の皮』の凝縮力を上回るものではない。
（３４）大阪に帰還する（だろう）物語の主人公とは異なり，作者上司小劍は，東京にとどまり，さらには後年，東
京を舞台にした意欲的な長編小説『東京』（新潮社，１９２８）を書いている。この直接的な題名に，この作品
が都市という空間自体をテーマにした都市小説であるとことがすでに示されているが，小説を「日比谷の夕」
という具体的な場所の描写からはじめ，東京の町々が重要な役割を演ずるその書き方からも，小劍の場所へ
のこだわりぶりがよくわかる。『東京』が出版された同じ年（昭和３年，１９２８年），東京の各地をめぐるエセー
を当時の何人もの文学者（たとえば，徳田秋声，島崎藤村など）に書かせて集めた『東京繁盛記 山手篇』（東
京日日新聞，『文学地誌「東京」叢書』として１９９２年に大空社より復刻版が刊行されている）に，小劍が当
時住んでいた目黒に関して「目黒附近」という紀行文を書いていることからも，この作家の場所への強い関
心をうかがい知ることができる。こういってよければ，小劍は東京にとどまってとりあえず成功した「福造」
であった。ただし，意欲的な都市小説『東京』も，そこに場所と人間とのダイナミックな関係が描かれてい
るとはいえず，長短を別にすれば都市小説としては『鱧も皮』のほうがはやり優れた作品であった。この点
で，小劍は作家として東京で東京を描くことに成功したとはいえないかもしれない。
20 鱧の皮ではブイヤベースはつくれない 地方情緒として飲食（福田）
